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図画工作科・美術科における「遊び」の視点を重視した
ウォーミングアップ活動の有効性について
－子どもなりの多様な表現を追求させる陶土を使う授業実践を踏まえて－
森高　光広［1］　　植草学園大学発達教育学部
The Effectiveness of a Warm-up Activity by the Art Department,
Placing Emphasis on the Concept of “Play”
―Based on the classroom practice of encouraging child self-expression through the use of clay―
Mitsuhiro MORITAKA       Faculty of Child Development and Education, Uekusa Gakuen University
これまで子どもが意欲を持って取り組み，「自分なりの表現」を追求できる題材の開発を小・中学校で実践
研究してきた。その中で，陶土を使う題材開発の授業を通して，本制作に入る前に「遊び」の視点を重視した
ウォーミングアップ活動を行うことが、その子どもなりの表現を引き出し，表現を追求するための手立てと
して有効であることが明確になってきた。本稿では，過去の小・中学校等の陶土を使う題材の実践を踏まえて，
多様な自分なりの表現を引き出すための指導のあり方について考察する。
キーワード：教科教育，ウォーミングアップ活動，遊びの視点，自分なりの表現，陶土による多様な表現
We performed a practical study at elementary and junior high schools of the use of materials that promote self-
expression and motivation in children. In particular, we used a teaching material made of pottery clay.
Through classes where clay was used, we were able to clarify a valid method of motivating student self-expression, 
before starting the productive stage of work, by performing a worm-up activity which places an emphasis on the concept 
of play. In this paper, we considered ways to promote diverse self-expression in children, based on use in the past of 
pottery clay in elementary and junior high schools. 
Keywords: Curriculum，Warm-up　Activity，View of Play，Children get their own representation，Using a Variety
of Expressions Clay
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１．はじめに
本学の「初等図画工作教育通論」の受講生100数
名に「小学校の図画工作の思い出」を発表させてい
る。全体の学びのために，よい思い出にこだわらず
に素直に語るように促すと，苦手意識を持ったり，
嫌いになったりした思い出を語る者が４割以上もい
た。学生の感想から，よい思い出もよくない思い出
も，共通して教員側の配慮や子どもの制作活動に対
する具体的支援の有無がその大きな要因と考えられ
る。教員の具体的な手立てや授業での関わり方に
よって，子どものとらえ方が違ってしまう一例でも
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ある。子どもの頃の一方的な視点のため，多少の偏
りもあると思われるが，よくない思い出の発表から
は学生の子ども時代の思いも伝わり，考えさせられ
てしまう。結果的に賞を獲得した作品はよい思い出
として語られることが常だが，教員の指示通りの制
作に終始した場合，成人近い年齢になっても違和感
を持って語られる例もある。結果が全てでもないの
である。
図画工作科や美術科としての教科指導の現状に，
様々な課題と不安を感じている。基本的に一人で全
教科を指導する小学校教員に，多少の得手・不得手
があることは想定される。例えば，「わかる授業実
現のための教員の指導力向上プログラム報告書」１）
を見ると，調査対象の小・中学校の教員の97名の中
で，小学校で図工を指導することが得意とする教師
が23％，不得意とする教師が８％いた。大学生の発
表を踏まえると，実は「ふつう」と答えた残る69％
の教員の中にも課題を抱えていることも考えられ
る。同報告書の「美術・図工の指導に関して，どの
ような点において不安・不得意を感じますか」の問
いに，「アドバイスの仕方」に不安を感じている教員
が，中学校の美術科指導教員の９％に対し，小学校
では42％いた。これは，「評価の仕方」に不安を持つ
ことに次ぐ高さである。また，「教科に関する基本的
知識」に対する不安は，中学校の教員では2.9％だが，
小学校は52％もある。今後若い教員が増えることも
考慮すると，簡単に解消できないのではないかとい
う懸念もある。小学校教員として，図画工作科の授
業実践をする際の課題がここからも読み取れる。
一方，子どもたちの図画工作科に対する意識は決
して低くはない。例えば，第４回学習基本調査報告
書・国内調査２）によると，「好きな教科のベスト３
が次のように示されている。
第３回；第１位；図画工作（83.6％），第２位；
体育（81.6％），第３位；家庭（79.6％）。
第４回；第１位；体育（84.9％）第２位；家庭
（84.3％），第３位；図画工作（79.1％→男子 ;77.6％
→女子 ;80.5％：女子２位，男子３位）※傍線，筆者
調査の年度による変動はあっても，図工に対する
意識が他教科よりも高いことがわかる。また，第二
回子ども生活実態基本調査報告書３）では，「子ども
に，学習に関する得意なこと・苦手なこと」を尋ね
ており，小学生の「得意」（「とても得意」+「やや
得意」；以下同）と回答した割合の中で「物を作っ
たり絵を描いたりすること」の項目は65.8%と高い。
こういう回答をする子どもも含めて，図画工作科
に苦手意識を持ったり，嫌いになる要因について考
えていく必要がある。学年が進むにつれて，内容が
高度で複雑化し手先の器用でない子どもがついてい
けないためか，他教科と同様に，理解不足や基礎・
基本が身についていないためか，等いろいろと考え
られる。図工が苦手，嫌いと語る大学生の発表から
は，次のことが明確である。
1）制作が思い通りに進まなかったり，制作後に達
成感が十分に得られなかった経験が多い
2）納得するまで試行錯誤して自分なりの表現を獲
得し，制作にのめりこんだ経験が少ない
子どもが造形活動に苦手意識を持たないための具
体的な手立てや指導のあり方を研究することは，今
後教員を目指す学生にとっても必要と思われる。
著者は，これまで題材開発をもとに実践や研究を
してきた。実践を通して明らかになったことの一つ
に，自分なりの表現を獲得して自らの工夫が可能と
なった時に，子どもの意欲がより高まり，表現の追
求もより可能であることがある。そして，本制作前
に，「遊び」の視点を重視したウォーミングアップ
活動を取り入れることは，子どもの多様な表現を生
み出し，充実した制作活動となるためにも有効であ
ることが，様々な領域の実践を通して確認できた。
本稿では，陶土を使用する題材開発の授業実践に
焦点を当て，具体的に考察して以下にまとめる。
２．授業での実践から
2.1　題材開発について
水島４）は「従来の題材観に捉われない，子ども
の視点に立った題材の在りようが求められている」
と題材について述べている。また，半５)は「子ども
の多様な発想を断ち切ってしまうことがある」と教
科書題材を使用する際の問題点を挙げ，そのため「子
どもたちの意欲を図り，教育の目標の具現化に向け
ての題材開発の意義が浮かび上がる」と述べている。
小学校の図画工作科，中学校の美術科における題材
は，教科書に掲載されているもの以外に授業者等が
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独自に開発することがある。水島６）は，「児童・生
徒そして教師自身にとって，魅力的な題材を開発す
ることが，造形活動の起点となる」と題材開発につ
いて触れている。だが，学校現場で実践を続けてい
ると，例え魅力的な題材であっても，制作の具体的
な支援や手立てが不十分であれば，達成感を持てず
に制作が終わる子どももいる。半７)は題材開発をす
る上で，その視点について「製作のプロセスが吟味
された題材の開発」を挙げ，「この題材では，どの
ような考えや発見や工夫ができるのか，想像力を働
かせ発想や構想を広げられる内容となっているか吟
味していくことが重要」としている。※下線，筆者
筆者は，様々な領域において題材開発をもとに，
実践し研究を続けてきた。前述の半の考えのよう
に，子どもが自ら見いだし，工夫でき，達成感の得
られる題材を目指して，試行錯誤し吟味し，複数年
かけて練り上げてきた。中学校に加えて，小学校の
実践を通して，改めてみえてきたものもある。例え
ば，子どもの意欲化や表現の追求がより出来て，多
様な表現にも結びつくためには，本格的な制作の前
に，「遊びの視点」を大切にしたウォーミングアッ
プ活動を行うことが，小学校でも中学校でも有効で
あることが確認できた。制作後，図工や美術に対す
る苦手意識が薄れたり，払拭できたという子どもの
感想も多い。このウォーミングアップ活動が，子ど
もの造形活動を支える有効な手立ての一つであるこ
とは，実践を通して明らかとなった。
2.2　教科書題材の陶土の使用について
粘土を扱った題材は，改訂された平成23年度の各
出版社の検定済み教科書８)の題材にも多く見られる。
粘土には様々な種類があり，小学校現場では一般的
に油粘土，紙粘土，土粘土，液体粘土等がよく使わ
れる。粘土は可塑性を持つ特性からも，立体表現に
おいてよく使用されている。今回改訂の学習指導要
領９）を見ると，例えば，第３学年及び第４学年の目
標に「（２）材料などから豊かな発想をし，手や体
全体を十分に働かせ，表し方を工夫し，造形的な能
力を伸ばすようにする」とある。そこには陶土を使
う例も含まれている。陶土は，触感がよくて子ども
が扱う粘土としては最適である。もっと使用されて
よいと思われが，予算や環境による使用の差がある。
各教科書には，１年生から焼成例を示し，高学年で
「陶芸」として成型方法も示している。学習指導要
領解説10）にも，「『焼成する』とは，自然に乾燥させ
た土粘土の作品を焼成する造形活動のことである。
（略）焼成することによって独特の美しさが生まれた
り，生活の中で使えるほどの丈夫さが生まれたりす
る」とある。発達段階を考慮し，系統性を踏まえた
題材として，陶土を含めた粘土による題材は，各出
版社の各学年の教科書８）に多く示されている。
以上を踏まえて，本稿提案が，今後の学校現場の
実践により活用されることを期待したい。
３．中学校におけるウォーミングアップ活動
3.1　中学校における実践から
以前，参観して疑問を持った，他校の陶芸授業が
あった。教員が最初に説明し実演後に，子どもが制
作する授業の流れだったが，具体的にどうしていい
か戸惑う子どももいた。教員の示す成型方法を模倣
して，子どもなりの表現が追求できずに終わる子ど
もが見受けられた。表面的な装飾の違いはあっても，
形状のパターン化が見えて，子どもなりの表現の追
求が充分になされていなかった。当時は陶土を使用
する題材はイコール「陶芸」であり，「工芸」とい
う視点にとらわれてしまう制作が多く見られた。そ
こで，粘土という可塑性も考え，より表現の幅が広
がるような陶土を使う題材開発を試みた。
当初，子どもの実態調査をすると，小学生時に陶
土を扱った経験はほとんどなかった。その点も踏ま
え，土に親しみ，試行錯誤によって自分なりの表現
を獲得し工夫できることを目的とした題材を開発し
て実践した。その中で，「粘土遊び」という「遊び」
の視点を重視したウォーミングアップ活動を取り入
れ始めた。最初は陶土に慣れること，陶土による表
現の可能性を探ることを狙いとした。
具体的な取り組は以下の通りである。
期間：1986年～ 2003年；公立中学校４校の美術科
の授業での取り組み
対象学年：２年生（学校によって１年，３年選択教
科，特別支援学級の実践も含む。年度により３～
８学級で授業展開）
実施時間数：８～ 12時間（美術科の時間が２時間
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だった頃は８～ 12時間で，１時間となってからは
８～ 10時間である。ただし８時間の際にも本制作
前に「粘土遊び」と称して「遊び」の視点を重視
したウォーミングアップ活動を３，４回行った）
使用材料：陶土1.2 ～ 1.5キログラム（年度によって
磁土，カラー粘土も使用）
焼成の方法：業者に焼成を任せた。釉薬は８～ 13
色の見本をもとに子どもに選択させた。
題材名例：「陶芸作品；心を込めて」～いろいろな
技法を活用して～，「見る者を裏切る器」等
題材内容：基本的に「粘土遊び」を体験した後，テー
マに即して作りたい形となるように各自が工夫し
て自分なりの表現を獲得して制作する。
子どもに示した制作条件の例：
1）いろいろな技法を活用して，世界で一つしかな
い作品に仕上げよう。
2）見て，手で触れて，作って楽しい作品になるよ
うに工夫しよう
粘土経験等の子どもの実態，年間計画や３年間の
系統性を踏まえて，当初は「陶芸」作品として末永
く使える，または大切にできるものというテーマを
もとに制作させたが，次第に子どもなりの表現の追
求ができることを主たる目的として制作させた。
「粘土遊び」とは，この題材における「遊び」の
視点を重視したウォーミングアップ活動のことであ
る。このウォーミングアップ活動は，単なる技法の
「練習」や「試し」とは異なる。遊び感覚で粘土に
直接触れて，その特性を十分に理解し，子どもの自
由な発想の中で様々な表現方法を子ども自らが獲得
する活動である。従って，全員が同じ形をつくるわ
けではない。できあがるものは様々である。表現の
手立てやその方向を示して，あとは子どもの活動に
委ねるのである。思わぬ表現にお互いに刺激を受け
さらに表現が拡がることもある。この活動で，子ど
もの粘土に対する抵抗感をなくし，表現の可能性や
自らの工夫が出来ることを確認させ表現への意欲を
増すことをねらった。中学校では，特に自分の表現
に対する自信を持たせることも考えた。
「粘土遊び」の具体的な内容例は，実施年によっ
て多少異なるが，以下の通りである。
（1）　時間を制限して粘土を積み，高さを競う（写
真１）。
（2） 卵の糸切りのように粘土の固まりを糸で切
り，組み合わせて見たことのないオブジェを作
る。
（3） 缶詰状の円筒形の粘土の固まりを空洞が出来
る程度にかき出しベラでかき出す。かき出した
粘土を使い，ひっくり返した円筒の上にケーキ
のデコレーションのように自由に飾りつける。
糸も使う。
（4）　粘土で小さな玉をたくさん作り，積み木の
ように重ねたり並べて，不思議な形を作る。
（5）　短いひもをたくさん作り，自由に形を作る。
（6）　自分でいろいろな技法を考えさせて，組み
合わせて新たな技法や表現方法を工夫する（写
真２）。
以上のいくつかを10分～ 15分程度で経験させた。
(1)，(2)については先輩の美術教員から学んだものを
アレンジし，その他は自分の考案をもとに内容を練っ
た。また，少量の粘土で以下の成型方法等をもとに
自由に作らせる「粘土遊び」も実践したこともある。
① ひもづくりによる形作り
② たたら（板）づくりによる形作り
これらの成型方法について，未経験の者がほとん
どだったためである。「粘土遊び」として行うこと
で，単に「器」を作るための成形方法を理解するだ
けではなく，自分の表現の幅を広げるためにも，子
どもにとって有効な取り組みであることが完成した
作品の表現の工夫からもよくわかった。「粘土遊び」
を数回体験することで，粘土（陶土）の基本的な扱
いに関して，実際に手を動かすことで身につけさ
せ，乾燥に留意すればいくらでもやり直しがきく粘
土（陶土）の特性を充分に理解させることができた。
子どもは感触を楽しみながら，自分が作りたいもの
を制作し得る，粘土（陶土）そのものに魅了された。
写真１ 写真２ ※写真１，２は大学生の参考例
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3.2　多様な表現を目指して
題材名や条件を変えたり，粘土遊びを改良したり
試行錯誤を繰り返して実践を続けた。例えば，ある
程度基本形を作らせて糸で分割して組み合わせ，新
たな形を作る「粘土遊び」も試みた。その結果，背
の高い円筒形を簡単に作った上で，縦に糸で６分割
し，少しずつずらしてそれぞれを貼りつけたり，円
筒形を斜めに３つに切って組み合わせに工夫して接
合するなど，新しい試みが増えた。しかし，全体を
見ると，まだ円筒系か四角い箱の形のバリエーショ
ンから大きく踏み出すことが出来なかった。そこ
で，2001年より３校目の実践では基本的な形（パー
ツ）の貼り合わせや積み重ねという，新たな成型方
法による「粘土遊び」も導入した。粘土で小さな基
本単位となる形を作り，それを重ねて貼りつけたり，
煉瓦のように積み上げて全体の形を作るこの方式を
「積み重ね」式や「貼り合わせ」式と名づけた（写真３）。
この方法を踏まえて，子どもは工夫して様々な成
型方法へと発展させていった。
例えば，ひも作りや板作りで基本形を作ってから，
パーツの接合に留意して多様な表現に結びつける等
である。この方式の利点は，ひもづくり同様，制作
の途中でやめても，次時に続きから制作できる点に
ある。ただ，あまり小さな構成要素で行うと，時間
がかかりすぎることもある。それでも放課後や部活
のない時間に制作する子どもも多かった。基本構成
単位が比較的大きければ，板作りのバリエーション
としても成形がたやすい。この方式を加えて，以前
とは違う表現も増え，個々の子どもの表現のこだわ
りも出てきた。
3.3　中学校のウォーミングアップ活動のまとめ
授業実践を通して，次の点が明らかになった。
1)粘土の扱いや表現の工夫や可能性など，実際に
手を動かしながら，短時間の「粘土遊び」によっ
て楽しく身につけさせ，試行錯誤させる手立ては
極めて有効である。
2)「粘土遊び」によって基本的な技能をしっかりと
身につけさせることで，子どもの制作への意欲や
自分なりの表現を獲得し，工夫する意欲が増す。
ただし，2）に関しては各自の工夫で自分なりの表
現となりうる柔軟性を持つものでなくてはならない。
開発した題材が子どもの自分なりの表現を引き出
すためには，材料や条件の吟味だけでなく，この方
法なら確かに表現できるという具体的な手立てを子
ども自らが獲得する必要がある。子どもが自らの表
現を選択し，組み合わせ，試すことによって初めて
自分なりの表現として獲得できる。試行錯誤という
点からも，「粘土遊び」のような「遊び」の視点を
重視したウォーミングアップ活動は，有効に思えた。
また，子どもは制作に対して常に自信があるわけ
ではない。子どもに，どういう形にしたいか，どん
なイメージを持っているのかについて子どもの思い
を確認し，個々の子どもに丁寧に支援することに努
めた。言葉かけや取り組みカードなどで不安を解消
していくと，次第に自分の作りたいものが明確とな
り，制作の方向性が見えてくる。また，特別支援学
級での実践を経験し，個々の子どもに対してさらな
る柔軟な対応やより具体的な手立ての探求の必要性
も感じた。
尚，関東一都五県からの応募による東京ガス主催
の『小・中学生　陶芸コンクール～土と炎のワンダー
ランド～』が当時あり，２年連続で特別賞に次ぐ「推
奨」賞を授業で制作した作品が受賞している。後に
小学校の制作でも２年受賞したが，作品レベルを示
す一例とも言える。
４．小学校におけるウォーミングアップ活動
4.1.1　小学校における実践から
期間：2003年～ 2007年　小学校における取り組み
対象学年：６年生を基本とした（帰国児童学級は４，
５，６年を１クラス合同として扱う）
▲張り合わせ式
▲積み重ね式の例
写真３
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使用材料：陶土1.2 ～ 1.5キログラム（６年と帰国児
童学級は，一部カラー粘土も使用）
実施時間数：10時間（粘土遊びを3,4回行った）
焼成の方法：業者に焼成を任せた。釉薬は10 ～ 13
色程度の見本から子どもに選択させた。
小学校で図画工作科の授業を持つ機会を得た。「遊
び」の視点を重視したウォーミングアップ活動の有
益性について，小学校でも通用する普遍性を持つか
どうかを確認できた。中学校の実践を踏まえて，小
学校６年生等でも同様のアプローチによる授業を試
みた。この小学校では，伝統的に６年生で卒業記念
品をつくるため，毎年陶芸制作が行われていた。子
どもの陶芸に関するイメージに偏りが見られたた
め，さらに表現の幅のある制作をめざして題材開発
を行った。
4.1.2　小学校６年生の実践①
実施年：2005年２月　　
対象：６年生：２クラス； 76名
題材名 :陶芸「すてきな」器をつくろう
題材内容：各自の発想をもとに，底板を作らせてか
ら，「見て，使って，心が安らぐようなほっとす
る器」をめざし制作させた。
題材の目標；
○完成イメージや制作中で得た発想をもとに，より
よい表現となるように工夫する
○試行錯誤して，自分の見出した技法や工夫を積極
的に取り入れる
○焼成を踏まえた成形方法や粘土，用具の扱いを理
解し，自分なりの表現を追求する
指導計画：（10時間扱い）
この学年は，前年度に粘土で小さな構成要素を作
り，貼り合わせて皿の形にする実践を短時間で行っ
た。中学校のように個々の構成要素を作るのが困難
なので，クッキーの型抜きや様々な形の穴のあるプ
レートなどを使用し，制作時間の短縮化を図った。
中学校の粘土遊び１と同様の内容は，この年に実施
した。６年生で，中学校の粘土遊び２と３を行っ
た。手びねりやひも作りとともに ,新たにはり合わ
せによる成形方法を示して，遊び感覚でウォーミン
グアップ活動を行った。はり合わせによる成形とは，
５年生の既習内容を応用し，ひも作りや板作り等も
組み合わせていく成形方法である。小学生は助言を
素直に受け入れ，教員に頼り過ぎる面も見受けられ
た。そこで，「粘土遊び」ではよりよい表現を自分
で見いだすために，試行錯誤することに重点を置い
て取り組ませた。陶土による成形作品は，子どもは
円筒や灰皿のような形を作りがちだが ,「粘土遊び」
を通して様々な方法や表現の工夫を遊び感覚で学ぶ
ことで，子どもなりの表現を追求させることができ
た。自分の見出した技法やひらめきをもとに ,より
よい作品とするために手を動かしながら試行錯誤す
ることは ,個々の子どものこだわりを引き出し，発
想を広げることができた。中学校同様に「粘土遊び」
は，制作の意欲を増し，基礎技能をはぐくみ，本制
作に向けた具体的な指針となり得ることが確認でき
た。完成作品を見ると，自分のこだわりをもとに工
夫を凝らした多様な表現が少なくなかった。
4.1.3　小学校の他の実践
実施年：2004年～ 2007年
対象：帰国児童学級４，５，６年生
帰国児童学級４，５，６年の図工も担当し，異学年
の海外帰国児童にまとめて図画工作の授業を行う経
験ができた。日本的な図画工作科の経験が全くない
子どももいるため，４年生ではカップ，５年生で置物，
６年生で卒業記念品制作と，成形しやすいものから
入り継続して実践した。経験の積み重ねがどのよう
に身についてくか興味深かったが，転出入もありデー
タ数が少なかったのは残念である。継続して制作し
た子どもは，６年時には一般学級と変わらない多様
な作品を制作した。６年生でカラー粘土も使用し，
貼り合わせの成型方法も示したが，経験が少ない６
年からの転入生は，円筒系の形が多かった。2005年
に５年生が動物の置物を制作する際に，新しく張り
子式という手立てを考えて取り入れた。これは，ぬ
らした新聞紙などをつくりたい動物の身体の形にな
るように芯として整えた後，ビニール袋をかぶせて，
厚めの粘土の板を上から一気に覆い，大まかに身体
を成形して細かい部分を作り込むものである。短時
間で成形でき，勢いあるのびのびとした表現が可能
となる。この方法で鳥やウサギ，ワニ等の動物ばか
りか， ６年生がスケートシューズまで作った。小学生
にとっては，この手立ても有効と思われた。
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4.1.4　小学校６年生の実践②
実施年：2007年７月
対象：６年生：１クラス；38名
題材名：ずっと大切にできる「私だけの焼きもの」 
条件：卒業制作にふさわしい，自分が考えた題材名
にあった作品を工夫して制作する（たとえば，自
分で使うもの，家で飾れるもの等テーマを考える）
指導目標：
○焼成を踏まえた成形方法や陶土の扱いを理解し，
焼きもの作品を楽しく意欲的に制作する
○試行錯誤して自分の見出した表現技法や工夫を積
極的に取り入れ，よりよい作品を目指す
○作品の用途を踏まえ，永く愛用できる形となるよ
うに考えて，子どもが自分なりの表現を追求する
○友達の作品を鑑賞し，よさや工夫を見いだす
指導計画：（11時間扱い） 
事前調査で，１年生時に約半数の児童が粘土の皿
作り（テラコッタ），低学年時に油粘土，５年生で
紙粘土を使ったおもちゃづくりを経験している。ア
ンケート調査で，「焼きものと聞き，連想するもの
は何か」の問いに対して，皿が37％，器やコップは
23％と回答した。焼きものに対する概念や知識が不
十分なため，事前に歴史も学ばせ，写真等の資料で
焼きもの作品の多様性にも触れた。
制作にあたり，以下に留意した。
・粘土（陶土）遊びを通して，様々な表現や自分な
りの表現となる方法を学び， 試行錯誤を繰り返し
て，自分なりの表現として獲得させる。
・末永く愛用できる焼きもの作品とは何かを考え，
構想を練るとともに，作品への思いやこだわりを
持つ。
一連の「粘土遊び」の流れで，自分がどんな作品
にしたいかを構想カードに言葉やアイデアスケッチ
で大まかにまとめ，少量の陶土を使ってミニチュア
の試作もさせた。試作によって，自分が作りたい形
にするためによりよい方法を子どもが考えて工夫で
きた。形が小さいのでいくつも作れる試作について，
くり返し制作できる場を設定した。遊び感覚で作る
中で，どんな形にしたらよいか，そのためにはどん
な工夫や方法がよいか等，具体的に手を動かして考
えることができたようだ（表２）。この試作は，「粘
土遊び」での経験を生かした様々な工夫も展開され，
試みられている (表１)。完成作品を見ると，「粘土
遊び」を活かし，試作を踏まえて生まれた個々の子
どもの工夫やこだわりのある多様な表現が見られた
(表１)。
制作後，本制作前に試作したことが活かせたかと
いう問いに「活かした」と答えたのは22人，「試作
後も変更なかった」のは14人と答えている。この14
人の中にも，構造上の弱い点や新たな工夫につい
ては試作が役立ったと答えた子どもが多い (表２)。 
試作を支えたのは，「粘土遊び」によるウォーミン
グアップ活動である。試作も，制作の意欲化や安心
感を与える上で効果があったと考える (表１，２)。
子どもの表現や工夫の概要は，以下の通りである。
・基本的な形に工夫ができた；22人
・装飾に工夫ができた；14人
表２では「粘土遊び」は内容によって分けている
が，「粘土遊び」として一つにまとめれば最も多い。
表１　児童の成型方法･内容･工夫　2007年　回答38名
主な成形方法･制作内容･工夫 主な成形方法･制作内容･工夫
積み木方式・置物･ピラミッド型･穴 板作り･器・蓋に頭，カラー粘土
板作り・ペン立て・装飾 ひも作り･器・装飾
板作り・マグカップ・装飾，取っ手 板づくり・箱・模様
板作り・器・カラー粘土 板作り・器・クローバーの形
ひも作り・水差し型花瓶・形 ひも作り・ごはん茶碗・カラー粘土
ひも作り･器・上から見て顔にみえる形 ひも作り・茶碗型器･カラー粘土
板作り，積み重ね・置物･形 ひも作り・皿のような器・形
ひも作り･茶碗・太いひも，形 板作り・器・上から見た豚の形
張り子式・置物･サッカーボール型 板作り・器・豚人形つき装飾
ひも作り，板貼り付け，器，形 ひも作り・星型の器･装飾
ひも作り･皿のような器・形 ひも作り・怪獣の顔の器･形
ひも作り・水差し 積み木式・器・カラー粘土
くりぬき・器・カラー粘土 板作り・四角い箱･装飾
ひも作り・花瓶・装飾 板作り・箱・カラー粘土･くりぬき
板作り・器･上部が拡がった形 板作り・魚型の器・装飾
板作り・箱・文字装飾，カラー粘土 板作り・器･装飾
張り子式・列車と線路の置物･装飾 板作り・器・人の顔になっている
くりぬき・犬型メモクリップ・形 ひも作り・器・模様・形
ひも作り・器・側面の角の丸い形 ひも作り・器・カラー粘土･模様
表２　児童が本制作で役立ったと考える事前の取り組み
　回答36名　複数回答
粘土遊び（糸で粘土を切る）　 34名
粘土遊び（粘土の板をはり合わせる） 33名
粘土遊び（粘土のひもで作る） 23名
焼きものに関する歴史や種類の話 26名
構想カードでアイデアを絵やことばにする　 34名
参考作品や写真を見る 29名
試しにミニチュアでつくる（試作） 32名
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「遊び」の視点を重視したウォーミングアップ活動
である「粘土遊び」が子どもの多様な表現を引き出
すための手立てとして有効であることがわかる。
4.2　小学校のウォーミングアップ活動のまとめ
小学校の取り組みにおいても，「遊び」の視点を
重視したウォーミングアップ活動が本制作に活かさ
れたことが明らかとなった。ウォーミングアップ活
動として，簡単な条件で自由に取り組む「粘土遊び」
や，その流れで行ったミニチュアの試作も，多様な
表現を引き出すために有効な手立てであることがわ
かった。そして，試作も「遊び」の視点を重視した
ウォーミングアップ活動である「粘土遊び」の経験
があってこそ，より有効となり，個々のこだわりや
柔軟な発想が生まれる基盤となり得ることも明らか
だった。単に，粘土に触れる機会を増やせばよいと
いうのではなく，子どもが意欲を持ち，各自のこだ
わりをもとに手を動かして，試行錯誤して自らの工
夫を探ることが大切なのである。
５．大学におけるウォーミングアップ活動
本学で，2010年に「保育指導法演習・図画工作」
で陶土による制作を行った。前年度，公開講座に大
学生も参加し陶芸制作を行ったが，発想が広がらず
に似たような円筒系の器を制作する学生が目立っ
た。そこで，小・中学校と同様に，「遊び」の視点
を重視したウォーミングアップ活動である「粘土遊
び」を実践した。大学生には，制作を通して子ども
の指導についても考えさせている。「粘土遊び」も
その点を踏まえて実施し，制作後にその有効性につ
いてアンケート調査で確認した。「動物」をテーマ
に制作したが完成作品は様々で，具体的には以下の
通りとなり，多様な表現や工夫がみられた（表３，
写真４，５）。
制作後，「粘土遊び」の有効性を尋ねた (表４)。
過去の陶芸経験との関連は以下の通りだった。
大変役立った…11人中，７人が過去に陶芸経験あり
役立った…16人中，10人が過去に陶芸経験あり
経験した６人は，旅行や行事での体験的な経験で
授業ではない。経験の有無と「粘土遊び」の有効性
との関連はあまりないことがわかる。
子どもに指導する際に，「粘土遊び」の必要性に
関して尋ねた結果は，以下の通りだった (表５)。
学生の感想には以下があった。
写真５　猫の世界（積み重ね），花瓶（板），熊のスケッチ（張
り子）
※「猫の世界」（左）は，下の器の成形の手立てを試行錯誤
して「積み重ね」の方法を取り入れた（写真５）。
写真４　試作（ひも作り）本制作；ネコの器（張り合わせ）
※ひもづくりで試作したが，本制作では貼り合わせを活
用した例である（写真４）。
表３　成型方法と内容　2010年大学生　29名
基本的成型方法 人数 作品例
ひもづくり ５名 かたつむりの入れ物
板作り ７名 花瓶，
張り子式 ８名 熊の置物，猫のペン立て
積み重ね式 １名 猫の世界
はり合わせ・混合 ８名 テントウ虫の花皿，河童のペン立て
表４　本制作前の粘土遊びの有効性　2010年　27名
大変役立った 11名
役立った 16名
あまり役立たなかった ０名
全く役立たなかった ０名
表５　粘土遊びの必要性　　2010年　27名
ぜひ粘土遊びをさせたい 16名
時間があればさせたい 11名
あまり必要に感じない ０名
全く必要に感じない ０名
表６　ウォーミングアップ活動の必要性　2010年　27名
とても必要だと思う ９名
必要だと思う 18名
あまり必要に感じない ０名
全く必要に感じない ０名
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・粘土遊びが制作の大切な基盤となることを感じた。
・自分の思った通りの表現ができたり，意外なもの
ができたりと，手を使って実感し，理解ができた。
・自分が納得いくまでやれた。何度もやるうちに，
想像が豊かになり膨らんだ。
・たくさん試行錯誤ができた。
・自分自身がつくる楽しさを感じられたので，図工
に苦手意識を持つ子どもにもやらせたい。
他の題材における，同様のウォーミングアップ活
動の必要性に関しては ,以下の回答があった (表６)。
学生の具体的な感想は，次の通りである。
・手を動かしながら試行錯誤し考える時間ができる。
・ウォーミングアップ活動によって，視野が広がる。
・導入として，よい教育的な手立てだと思う。
データ数はまだ少ないが，以上からも，本制作前
の「粘土遊び」等，「遊び」の視点を重視したウォー
ミングアップ活動の有効性が明らかとなっている。
６．考察
橋本13）は，「子どもは，本来自発的に湧き出てく
る表現欲，課題解決欲，達成欲などによって環境に
働きかけ，探索し，変化を加えていく力を潜在的に
もっている。その環境との交互作用によって，子ど
もは「自分でできる」という効力感を味わい，自信
をもち，意欲的な行動傾向を一層強化していく」と
述べている。共感することの多い指摘である。
各教科書に用具の使い方や技法等の参考例が掲載
されている。例えば，陶芸の成形方法を子どもは教
科書を参考にして知識として学ぶことができる。11)
従来の教師用指導書には，技法や成形，陶土の扱い
等の詳しい記述がある。12）今後も同様な記述は予
想される。しかし，知識や使い方，技法は，実際にやっ
てみてこそ理解ができ，身につくことが多い。授業
時数の確保が難しい中で様々な内容を学習させなく
てはならず，いかに効率よく的確に学習させるかに
ついて，教員に工夫が求められている。だが，教員
側の時間や手順の効率のよさの視点のみで授業が構
築されてはならない。また，教員が一方的に教える
ことばかりで，子ども自ら学ぶことが少なくなるの
は問題である。一般的に同じ教員が指導すると，学
級の子どもの表現や作品が似通う傾向がある。これ
は，同一の指導法に頼ったり，教科書等お手本が影
響を与えたり，教員が完成作品のイメージを強く持
ち制作させる場合に多い。本来，子どもがクラスに
35人いれば，理想的には35通りの表現があるはずだ
が，なかなかそうはならない。表現に対する個人差
や造形表現を苦手とする子どももいるが，教員の指
導方法や手立てによるところが大きいのである。
筆者は，学年が進むにつれて苦手意識が芽生えた
子どもや過去の経験から表現に対して萎縮する子ど
もを実際に多く指導してきた。そういう子どもでも，
造形表現活動を通して，「自分でここまで考えて工
夫ができた」，「自分でもここまで表現できた」とい
う思いが持てると，明らかにその後の取り組みが変
化するのである。子どもが，自分のこだわりをもと
に達成感のある表現や制作ができる実践を通して，
苦手意識が積み重なり，表現に対する「自信のなさ」
につながることがないように心がけてきた。実践の
中で，有効な手立てや方法も見いだして確認もでき
たが，「遊び」の視点を重視したウォーミングアッ
プ活動もその一つである。特に，「遊び」の視点こ
そが，重要ととらえている。
ムナーリ14）は，「子どもは，自らを取り囲む現実
の知識を，大人が言うところの「遊び」を通して，
いつでも本能的に吸収することができるのだ」，「見
たり，触ったり，においを嗅いだり，（略 )そういっ
た新鮮な情報から形成される知識を，遊びながら学
んで，大きくなる」と述べている。単なる体験や試
し，練習ではなく，「遊び」という自由な発想の視
点こそが大切なのである。そのことが子どもの自由
な発想を生む一助ともなり，自分だけの表現ができ
るという思いにもつながるのである。
またムナーリ15）は，「創造力は刺激されねばなら
ない」，「それには遊びを発明する必要がある」とも
述べた。創造と「遊び」の関係，子ども時代の「遊
び」の大切さを示しており，多くの示唆に富む。
これまで，制作に入る前のウォーミングアップ的
な活動についてはあまり触れられていない。確かに
学校現場では，導入時に「試し」や「練習」的な試
みは当然あると思われる。しかし，授業時間も少な
く，ともすれば表面的に終わりがちである。そして，
「試し」や「練習」では，単に表現の技術的な側面
での支援や手立てに過ぎないのである。「遊び」の
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視点を重視したウォーミングアップ的な活動は，本
制作と別の活動ではなく，本制作の一部であるとと
もに，表現の本質につながる大切な過程である。
また，余計な時間を増やさなくても，系統的な学
習の中で基礎・基本が身についていくという考えも
ある。例えば，題材の系統性を考えた時，各学年の
題材を制作する中で自然と身につくものも当然あ
る。だが，過去の既習経験の中だけで，充分に学べ
たといえる者ばかりではない。教員は，子どもが過
去に既習したはずの基礎・基本がしっかりと身につ
いているか，その題材において柔軟な発想が可能か
どうか等も充分に把握する必要がある。仮にそれら
が充分に身についていない場合でも，「遊び」の視
点を重視したウォーミングアップ活動を通して，楽
しみながら自ら獲得させることができ，子どもの発
想をより広げ，意欲を増すことができる。このウォー
ミングアップ的な活動によって，表現の楽しさを実
感し，試行錯誤のおもしろさを学ぶことが可能であ
り，表現をしていく上で，大きな活力源ともなり得
るのである。
７．まとめ
造形表現活動においては，制作に対する子どもの
思いがいかに強いかが重要である。思いがあってこ
そ，材料や工夫等を子ども自らが積極的に探し出
し，選択し，組み合わせていくことができる。その
上で，子どもが自分なりの多様な表現を生み出すた
めには，以下を考慮して具体的な手立てを考える必
要がある。
1)子どもの思いつきや発想をもとに簡単に試み
ることができ，納得いくまでやり直せる。
2）五感をフルに活用しながら，手を動かしながら，
自分の目で確かめて確認し，具体的に考えられ
る。
3)では，容易に試行錯誤できる内容や材料が求め
られる。陶土も含めて粘土はその点では，最適であ
る。2)は，中学生でもアイデアスケッチ，下絵等，
絵や図にして考えることが苦手な者が少なくない。
また，それらと実際の制作が違う場合もある。材料
を手にとって，五感を働かせて組み合わせ，工夫し
て，具体的に考えを深めていくことは，子どもにとっ
て安心して取り組め，子どもなりの発想や表現に結
びつく。そして，試行錯誤を通して，自分なりの表
現が可能だと見通しを持てた時に，一層その制作へ
の意欲も高まり，表現への思いが深まるのである。
これらは「遊び」の視点を重視したウォーミング
アップ的な活動で満たされる内容でもある。
以上から，子どもの意欲的な表現活動を支える手
立てとしても，「遊び」の視点を重視したウォーミ
ングアップ的な活動が有効であることがわかる。
子どもが，より意欲的に表現活動ができるための
具体的な支援や手立てについて，今後も学生ととも
にさらに研究を進めていきたいと考える。
８．倫理的配慮
個人情報には十分留意し，個人が特定されるデー
タを載せてはいない。
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